
京都大学研究用原子炉（ＫＵＲ）等の今後の在り方について

１．経緯について

京都大学複合原子力科学研究所（平成 30 年 4 月に「京都大学原子炉実験所」か

ら名称変更）は、日本学術会議の勧告等を踏まえて、昭和 38 年に「原子炉による

実験及びこれに関連する研究」を目的とする全国共同利用研究所として設置され、

以来、京都大学研究用原子炉（以下「ＫＵＲ」という。）、京都大学臨界集合体

実験装置（以下「ＫＵＣＡ」という。）等を主要施設として共同利用研究を進め

てきました。

特にＫＵＲについては、全国共同利用の主要な実験装置として、大学の研究炉

という特徴を活かし、物理学、化学、生物学、工学、農学、医学等の幅広い実験

研究に使用され、幅広い学術分野を基盤から支える重要な役割を担うとともに、

当該分野の人材育成の面においても貢献してきました。

一方、これまでＫＵＲ及びＫＵＣＡの 2 基の原子炉の在り方等については、使

用済燃料引き取りの問題や東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故を受

けての新たな安全規制への対応など、原子力施設を巡る国内外の社会環境の大き

な変化を受け、その都度、学内で検討・審議を行ってきました。

このたび、核セキュリティを含む原子力規制の一層の強化が進むとともに、施

設の高経年化により維持管理のための負担が増加していること、さらにＫＵＲ使

用済燃料の米国引き取り期限が近づいてきていることなどから、我が国における

試験研究炉の現状及び今後の動向を確認しつつ、本学におけるＫＵＲとＫＵＣＡ

の今後の取扱いについて、改めて多角的な観点から検討を行いました。

２．検討結果について

京都大学におけるＫＵＲ及びＫＵＣＡの今後の在り方については、以下のとお

りとします。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------
l ＫＵＲについては、米国の使用済燃料引き取りにかかる使用期限（2026年 5月）を
もって運転を終了する。なお、運転終了後の廃止（解体）作業については、京都大

学研究用原子炉・廃止措置実施方針において、放射性廃棄物処分事業開始の見

通しが立ち、工法等が確立した段階で実施することとしており、また、その資金は国

からの支援を要望することとしている。そのため、本廃止（解体）作業にかかるＫＵＲ

の廃止措置については、安全性を最優先とし、かつ着実に実施するために、発生す

る放射性廃棄物の処理処分の方法の確立と必要な経費確保に関して、文部科学

省との協議を進めるべきである。

l ＫＵＲの運転終了に当たっては、共同利用研究への影響を考慮し、複合原子力科

学研究所における代替中性子源を適切な時期までに整備を行うことが望ましい。こ
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の代替中性子源の利用により、これまでＫＵＲで実施してきた中性子利用に関する

研究・教育の継承を目指すとともに、既存のホットラボラトリ等の施設の再整備によ

り、核燃料及び放射性同位体元素を用いた新たな研究の展開を進める。さらには、

ＫＵＲの停止による中性子を利用した研究への影響を考慮し、日本原子力研究開

発機構の JRR-3等、学外の中性子源の利用も進めるべきと考える。
l ＫＵＣＡについては、炉心変更が容易で、かつ、様々な炉心を構成できる世界的にも

貴重な実験装置であることから、核セキュリティ・サミットにおける日米共同声明に従

い、全ての高濃縮ウランの米国への引き渡しを完了させるとともに、低濃縮ウラン燃

料を用いた炉心への転換を行い、今後も実験研究、学生等の人材育成等を実施し

ていく。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

３．複合原子力科学研究所の今後について

ＫＵＲの停止後の複合原子力科学研究所については、外部研究機関との連携を

深め、代替加速器中性子源を整備するとともに、ＫＵＣＡ、各種加速器、ホット

ラボラトリ等の施設を用いた多様な放射線・ＲＩ利用拠点の共同利用研究所とし

て、熊取キャンパスにおいて核燃料・放射性同位元素及び量子ビームを利用した

新たな複合原子力科学研究及び関連する人材育成を進めていきます。

（添付資料）・熊取キャンパスにおける研究計画案



熊取キャンパスにおける研究計画案

2028 2029 2030 20312018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2032 2033

第4期中期目標・中期計画 第5期中期目標・中期計画第3期中期目標・中期計画

KUR臨界60年
（2024）

改組改名
（2018）

KUR利用運転

（ポストKUR）加速器整備 加速器利用

KUR停止
（2026年5月）

KUCA低濃縮燃料による運転継続
KUCA高濃縮燃料
による運転

KUCA
臨界60年
（2034）

低濃縮化のため
運転休止

KUR利用を軸に、多様な
粒子線・RI利用研究
共同利用拠点継続

 加速器・HL利用を中心とした共同利用研究の推進
 新規研究分野*の確立
 他機関と連携した複合原子力科学研究の中核拠点化

研究炉（KUR)利用を中心
とした共同利用研究

（廃止措置）

多様な量子ビームの利用研究

新型原子炉研究・廃止措置研究

ホットラボ（HL）を用いた研究
HL改修
工事 HL利用 多様な放射性同位元素の利用研究

新型原子炉研究・廃止措置研究：原子力の安全性向上に係る研究、廃止措置に関する基礎的研究等
多様な放射性同位元素の利用研究：放射性廃棄物・核医薬に対応したアクチノイド基礎・応用研究等
多様な量子ビームの利用研究：BNCT適応拡大に係る基礎研究、量子ビームを用いた各種研究等

*新規研究分野

・サイクロトロン、ライナック等を用いた多様な量子ビーム発生

・安全な廃止措置研究

・原子力人材育成

運営・研究体制の見直し

BNCTサイクロ寄附

複合原子力科学研究所


